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咲いています。 

夏
の
終
わ
り
も
彩
る 

ア
サ
ガ
オ
の
花
。 

８
月
が
終
わ
っ
て
も
ま
だ
暑
い
日
が
続
く

中
、
ア
サ
ガ
オ
の
漏
斗
型
の
花
が
７
月
か
ら

長
い
間
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。 

「
ア
サ
ガ
オ
は
育
て
た
こ
と
が
あ
る
。
」
と
い

う
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ア
サ
ガ
オ
は
ヒ
ル
ガ
オ
科
の
一
年
草
で
、
小

学
校
の
理
科
の
観
察
教
材
と
し
て
お
な
じ
み

の
植
物
で
す
。
夏
休
み
前
に
授
業
で
育
て
た

も
の
を
自
宅
へ
持
ち
帰
っ
て
観
察
し
た
と
い

う
思
い
出
が
あ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。 

暮
ら
し
に
馴
染
み
深
い
ア
サ
ガ
オ
で
す
が
、

原
産
地
は
熱
帯
地
域
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
に
は
平
安
時
代
に
中
国
か
ら

薬
用
植
物
と
し
て
輸
入
さ
れ
、
後
に
園
芸
的

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
奈
良
時
代
に
遣
唐
使
が
持

ち
帰
っ
た
説
も
あ
り
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

秋
に
な
る
と
果
実
か
ら
黒
い
種
子
が
と
れ

ま
す
。
こ
の
種
子
が
牽
牛
子
（
ケ
ン
ゴ
シ
）
と

い
う
生
薬
に
な
り
、
下
剤
と
し
て
用
い
ら
れ

ま
す
。
作
用
が
強
い
の
で
、
使
用
に
は
医
師

や
薬
剤
師
の
指
導
が
必
要
で
す
。 

ア
サ
ガ
オ
の
花
は
浴
衣
や
扇
子
な
ど
の
図

柄
と
し
て
描
か
れ
、
季
節
感
を
演
出
し
て
く

れ
ま
す
。
園
芸
的
に
も
様
々
な
色
や
形
の
花

が
作
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

薬
用
や
園
芸
、
教
材
や
図
柄
ま
で
ア
サ
ガ

オ
は
文
化
に
深
く
根
付
い
て
い
ま
す
。 
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咲いています。 

 

アサガオの茎 

茎には短毛があるのが特徴です。 

つる性で支柱などに巻き付いて伸び

ていきます。 

 

アサガオの種子 

6 ㎜くらいの大きさの種子。黒色を

しており、硬いです。種子は生薬に

なります。 

葉裏の色は緑白色。 

 

葉裏 葉の表 

表の色は濃緑色。 

 

葉の基部はくぼむ。 

 

 

葉の表面に毛が生える。 

 
葉の先端は尖る。 

 

 

アサガオの葉 

アサガオの葉の葉身は３裂することが多いです。 

アサガオの蕾 

花冠が、らせん状に巻いて折りたたま

れているように見えます。 

 

葉柄は長く、毛が生える。 
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ゲンノショウコ（フウロソウ科） 

地上部が現証拠（ゲンノショウコ）とい

う生薬になり、整腸、止瀉に用いられる。 

日本各地に自生する多年草。 

トウガン （ウリ科） 

50 ㎝ほどの果実が観察できる。果実の中

に入っている種子が冬瓜子（トウガシ）と

いう生薬になり、利尿に用いられる。 

キンミズヒキ （バラ科） 

開花期の全草が竜牙草（リュウガソウ）

という生薬になり、下痢止めに用いられ

る。東アジア各地に分布する多年草。 

ダイダイ （ミカン科） 

未熟な果実を観察できる。未熟果実

は枳実（キジツ）という生薬になり、

芳香性苦味健胃薬に用いられる。 

コウホネ （スイレン科） 

根茎が川骨（センコツ）という生薬にな

り、強壮、止血に用いられる。 

日本各地に分布する多年生の水生植物。 

ワレモコウ （バラ科） 

根茎が地楡（チユ）という生薬にな

り、止血、収斂薬に用いられる。 

アジア、ヨーロッパに分布する。 

オミナエシ （オミナエシ科） 

根が敗醤（ハイショウ）という生薬

になり、利尿、解毒、排膿に用いら

れる。多年草で、秋の七草の一つ。 

クコ （ナス科） 

花が観察できる。果実が枸杞子（クコ

シ）という生薬になり、強壮に用いら

れる。果実は食用にもされる。 

 

カワラケツメイ （マメ科） 

地上部が山扁豆（サンペンズ）という生

薬になり、利尿や整腸に用いられる。 

日本各地に分布する一年草。 

― 御陵園の植物写真 ― 


